
令和６年度    ２学年 数学科 年間指導計画・評価計画    担当［石井健史郎・野口凌央］ 

教 科 の 目 標 
指 導 ・評 価 の重 点 お よ び 工 夫 点 

知識・技能の定着 思考力・判断力・表現力の育成 学習意欲の向上 学習評価の生徒へのフィードバック 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学
的活動を通して、数学的に考える資
質・能力を次のとおり育成することを
目指す。 
① 数量や図形などについての基礎的

な概念や原理・法則などを理解する
とともに、事象を数学化したり、数
学的に解釈したり、数学的に表現・
処理したりする技能を身に付けるよ
うにする。 

② 数学を活用して事象を論理的に考
察する力、数量や図形などの性質を
見いだし統合的・発展的に考察する
力、数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。 

③ 数学的活動の楽しさや数学のよさ
を実感して粘り強く考え、数学を生
活や学習に生かそうとする態度、問
題解決の過程を振り返って評価・改
善しようとする態度を養う。 

① 習熟度別少人数授業を実施
し､個に応じた指導を充実さ
せる。   

② 夏季休業中に､学習教室を
実施する。 

③ 夏季休業中に､基礎・基本の
より一層の定着を図るため､
課題を準備する。 

④ 定期考査、単元テスト、小
テストの実施や定期考査の解
き直し、図形分野における
ICT 機器を活用した授業や単
元の振り返り等を通して ､
個々の生徒が学習を振り返る
場面を設ける。 

① 既習事項を生かして個々で考
え、新たな解答方法を見い出
す。 

② 論理的な表現力を身に付ける
ため、自分の意見を数学的な表
現を用いてまとめ、説明する。 

③ ICT 機器を活用して他者と考え
方を共有し、問題に対して様々
な視点から考察する。 

① 授業につながりをもたせるた
めに､授業のはじめに前時の復
習を行う。 

② 長期休業中の期間を､個々の
生徒の学習を充実させる良い機
会と捉え､学習教室を設定して
学習する時間を確保する。               

③ 授業ごとの目標を明確にす
る。また、単元ごとの振り返り
シートを通して、目標の達成度
を確認する。 

① 定期考査だけでなく各単元
の進度に応じた単元テストを
実施する。 

② ワーク､プリント、レポー
ト等の点検や、振り返りシー
トを通して､生徒の学習状況
を適切に評価する。 

③ 個々の生徒に長期休業日の
前に､学習状況を伝えること
により､各自の学習の課題を
明確にする。 

④ ICT 機器も活用しながら、
課題のやり取りを行う。 

 
◎単元（１～数十時間の学習内容のまとまり）は、学習進度および生徒の実態、その他の要因によって変更となる場合があります。その場合は各担当から生徒へ説明を行います。 

月 単元・教材 ICT との関わり 時数 

学習指導および観点別学習状況の評価の観点等  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

４ 
 
 

５ 

第１章 
「式の計算」 
１節 式の計算 
２節 文字式の利用 
 

・デジタル 
教科書 

・タブレット 

１６ ・ 簡単な整式の加法と減法および単項式の
乗法と除法の計算をすることができる。 

・ 具体的な事象の中の数量の関係を、文字
を用いた式で表したり、式の意味を読み
取ったりすることができる。 

・ 文字を用いた式で数量および数量の関係
を捉え説明できることを理解している。 

・ 目的に応じて、簡単な式を変形すること
ができる。 

・ 具体的な数の計算や既に学習した計算の方
法と関連付けて、整式の加法と減法および単
項式の乗法と除法の計算の方法を考察し表現
することができる。 

・ 文字を用いた式を具体的な場面で活用する
ことができる。 

・ 文字を用いた式の必要性を実感して粘
り強く考え、文字を用いた式について
学んだことを生活や学習に生かそうと
している。 

・ 文字を用いた式を活用した問題解決の
過程を振り返って評価・改善しようとし
ている。 

６ 第２章 
「連立方程式」 
１節 連立方程式 
２節 連立方程式の 
        利用 
 

・デジタル 
教科書 

・タブレット 

１６ ・ 二元一次方程式とその解の意味を理解し
ている。 

・ 連立二元一次方程式の必要性と意味およ
びその解の意味を理解している。 

・ 加減法や代入法によって、簡単な連立二 
元一時方程式を解くことができる。 

・ 一元一次方程式と関連付けて、連立二元一
次方程式を解く方法を考察し表現することが
できる。 

・ 連立二元一次方程式を具体的な場面で活用
することができる。 

・ 連立二元一次方程式の必要性を実感し
て粘り強く考え、連立二元一次方程式
について学んだことを生活や学習に生
かそうとしている。 

・ 連立二元一次方程式を活用した問題解
決の過程を振り返って評価・改善しよう
としている。 
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３章 
「１次関数」 

１節 １次関数 
２節 １次関数と 
       方程式 
３節 一次関数の利用 
 

・デジタル 
教科書 

・タブレット 

１９ ・ 一次関数について理解している。 
・ 変化の割合、傾き、切片の意味を理解し

ている。 
・ 一次関数のグラフをかくことができる。 
・ 一次関数の式を求めることができる。 
・ 二元一次方程式を、関数を表す式とみる

ことができる。 
・ 事象の中には一次関数として捉えられる

ものがあることを知っている。 

・ 一次関数として捉えられる二つの数量につ
いて、変化や対応の特徴を見いだし、表、
式、グラフを相互に関連付けて考察し表現す
ることができる。 

・ 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察
し表現することができる。 

・ 一次関数の必要性を実感して粘り強く
考え、一次関数について学んだことを
生活や学習に生かそうとしている。 

・ 一次関数を活用した問題解決の過程を
振り返って評価・改善しようとしてい
る。 
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第４章 
「図形の性質と合同」 
１節 平行線と角 
２節 三角形の合同 
３節 証明 
 

・デジタル 
教科書 

・タブレット 

１９ ・ 平行線や角の性質を理解している。 
・ 多角形の角についての性質が見いだせる

ことを知っている。 
・ 多角形の内角、外角の大きさを求めるこ

とができる。 
・ 平面図形の合同の意味および三角形の合
同条件について理解している。 

・ 証明の必要性と意味およびその方法につ
いて理解している。 

・ 基本的な平面図形の性質を見いだし、平行
線や角の性質を基にしてそれらを確かめ説明
することができる。 

・ 証明の必要性を実感して粘り強く考
え、平面図形の合同について学んだこ
とを生活や学習に生かそうとしてい
る。 

・ 平面図形の性質を活用した問題解決の
過程を振り返って評価・改善しようとし
ている。 

１２ 
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第５章 
「三角形と四角形」 
１節 三角形 
２節 四角形 
 

・デジタル 
教科書 

・タブレット 

２０ ・ 定義と定理の意味を理解している。 
・ いろいろな三角形や四角形の定義と性質

を理解している。 
・ いろいろな図形の性質や条件などを、記
号を用いて表すことができる。 

・ 三角形や平行四辺形の基本的な性質を使
って、角の大きさや辺の長さを求めるこ
とができる。 

・ 平行四辺形になるための条件を理解して
いる 

・ 三角形の合同条件などを基にして三角形や
平行四辺形の基本的な性質を論理的に確かめ
たり、証明を読んで新たな性質を見いだした
りすることができる。 

・ 三角形や平行四辺形の基本的な性質などを
具体的な場面で活用することができる。 

・ 三角形や四角形の基本的な性質の必要
性を実感して粘り強く考え、三角形や
四角形の基本的な性質について学んだ
ことを生活や学習に生かそうとしてい
る。 

・ 三角形や四角形の基本的な性質を活用
した問題解決の過程を振り返って評価・
改善しようとしている。 

２ 第６章 
「データの利用」 
１節 データの散らばり 
２節 データの傾向と 
        調査 
 

・デジタル 
教科書 

・タブレット 

８ ・ 四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を
理解している。 

・ コンピュータなどの情報手段を用いるな
どしてデータを整理し箱ひげ図で表すこ
とができる。 

・ 問題を解決するために、箱ひげ図からデ
ータの傾向を読み取ることができる。 

・ 四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分
布の傾向を比較して読み取り、批判的に考察
し判断することができる。 

・ 四分位範囲や箱ひげ図の必要性を実感
して粘り強く考え、データの分布につい
て学んだことを生活や学習に生かそう
としている。 

・ 四分位範囲や箱ひげ図を活用した問題
解決の過程を振り返って評価・改善しよ
うとしたり、多様な考えを認め、より
よく問題解決しようとしたりしてい
る。 

３ 第７章 
「確率」 
１節 確率 
 

・デジタル 
教科書 

・タブレット 

７ ・ 多数回の試行によって得られる確率と関
連付けて、場合の数を基にして得られる
確率の必要性と意味を理解している。 

・ 同様に確からしいことの意味、確率の求
め方、確率の範囲について理解してい
る。 

・ 簡単な場合について、樹形図や表などを
用いて、確率を求めることができる。 

・ 同様に確からしいことに着目し、場合の数
を基にして得られる確率の求め方を考察し表
現することができる。 

・ 確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表
現することができる。 

・ 場合の数を基にして得られる確率の必
要性を実感して粘り強く考え、不確定
な事象の起こりやすさについて学んだ
ことを生活や学習に生かそうとしてい
る。 

・ 確率を活用した問題解決の過程を振り
返って評価・改善しようとしている。 



評価材および評価方法 
定期考査、単元テスト、小テスト、 
授業課題、問題集 

定期考査、単元テスト、小テスト、 
授業課題、問題集 

提出物（ワーク、レポート、振り返りシー
ト）などの取組状況、ドリル 

 


